
道
教
委
は
２
月
22

日
、
こ
れ
ま
で
の
「
学

校
職
員
評
価
制
度
」
を
見
直
し
、
新

た
な
「
学
校
職
員
人
事
評
価
制
度
」

を
こ
の
４
月
か
ら
実
施
す
る
と
し
た

通
知
を
発
し
ま
し
た
。
一
昨
年
５
月

の
地
方
公
務
員
法
改
正
を
受
け
て
の

も
の
で
、
評
価
結
果
を
任
用
や
給
与
、

分
限
に
活
用
す
る
方
向
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
間
、

教
職
員
組
合
と
の
交
渉
が
重
ね
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
な
お

検
討
を
要
す
る
問
題
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
が
、
改
正
地
公
法
の
施
行

期
限
が
迫
る
中
、
４
月
１
日
か
ら
の

実
施
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。
（
別

項
「
導
入
の
背
景
」
参
照
）

「
学
校
職
員
の
評
価
制
度
」
が
北

海
道
で
導
入
さ
れ
た
２
０
０
６
年
、

「
評
価
制
度
」
が
学
校
運
営
や
教
育

活
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
め
ぐ
っ
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。「
制
度
」
が
、

「
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
と
学
校

の
活
性
化
」
に
資
し
、
そ
の
成
果
が

「
児
童
生
徒
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
」

を
目
標
と
し
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
然
に
も
教
育
と
学
校
の
基
本

原
則
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
道
教
委
は
交
渉
の
席
上
、
「
学
校

教
育
は
個
々
の
児
童
生
徒
の
心
身
の

成
長
発
達
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
校
長

を
中
心
に
教
職
員
が
協
力
し
、
組
織

的
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
」
「
学

校
の
教
育
目
標
は
校
長
の
経
営
理
念

の
も
と
に
教
職
員
の
意
見
が
生
か
さ

れ
、
学
校
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え

て
設
定
さ
れ
る
こ
と
」
「
校
長
と
教
職

員
の
信
頼
関
係
を
基
盤
と
し
て
学
校

運
営
や
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
」

と
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
ま
し
た

（
２
０
０
６
年
３
月

日
）
。
こ
の
考
え
方
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は
、
そ
の
後
、
給
与
へ
の
査
定
制
度

が
導
入
さ
れ
た
際
に
も
、
「
教
育
活
動

の
原
則
」
と
し
て
踏
襲
さ
れ
ま
し
た

（
２
０
１
４
年

月
９
日
道
教
委
交
渉
で

10

の
確
認
、
別
項
参
照
）
。

今
回
の
新
た
な
制
度
の
導
入
に
際

し
て
も
道
教
委
は
、
こ
れ
ま
で
示
し

て
き
た
見
解
を
含
め
「
適
切
に
運
用

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
」
と
回
答

し
て
お
り
、
信
頼
関
係
を
基
盤
と
し

た
協
力
共
同
の
学
校
づ
く
り
が
基
軸

に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

個
々
の
教
職
員
の
「
能
力
」
や
「
業

績
」
が
「
評
価
」
「
査
定
」
さ
れ
、
任

用
・
給
与
・
分
限
な
ど
の
人
事
管
理

に
活
用
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
を
含

ん
だ
ま
ま
制
度
が
始
動
し
ま
す
。
制

度
の
最
大
の
問
題
は
、
評
価
に
よ
っ

て
関
係
が
分
断
さ
れ
、
「
評
価
」
の
た

め
の
「
教
育
活
動
」
に
閉
塞
し
て
い

く
危
惧
が
あ
る
こ
と
で
す
。
信
頼
を

基
盤
と
し
た
協
力
共
同
の
学
校
づ
く

り
の
原
則
と
鋭
く
衝
突
す
る
矛
盾
を

は
ら
み
ま
す
。
道
教
委
「
手
引
き
」

に
も
「
学
校
全
体
の
取
組
が
な
け
れ

ば
、
一
人
一
人
評
価
し
て
も
全
体
の

力
と
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
学
校
全
体
の
取
組
」
と
は
「
協

力
共
同
の
学
校
づ
く
り
」
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
個
々
を
「
査
定
」
し
「
個

別
化
」
し
て
い
く
方
向
と
向
き
が
違

い
ま
す
。
「
評
価
制
度
」
の
矛
盾
を
超

え
る
「
共
同
」
を
紡
ぎ
合
う
と
り
く

み
と
努
力
が
い
よ
い
よ
重
要
で
す
。

（
裏
面
で
制
度
内
容
を
解
説
）
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学校職員人事評価制度
４月始動

新たな

①

学
校
教
育
は「
校
長
を
中
心
に
教
職
員
が
協
力
し
、
組
織
的
、
継
続
的
に

行
わ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
教
育
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
」
こ
と
。

②

学
校
の
教
育
目
標
は
、
校
長
の
学
校
経
営
理
念
の
も
と
に
、
教
職
員
の
意
見

が
生
か
さ
れ
、
学
校
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
努
力
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
。

③

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
校
長
と
教
職
員
と
の
信
頼
関
係
が
保

た
れ
、
教
職
員
同
士
の
十
分
な
意
思
疎
通
、
共
通
理
解
が
図
ら
れ
て
い
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。

新制度導入の背景

平成２８年４月から地方公務員法が改正され、職員が

その職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた

業績を把握した上で行われる人事評価制度を導入し、

これを任用、給与、分限その他の人事管理の基礎とす

ることとされました。そのため、現在実施している学校職

員評価制度を地方公務員法の改正の内容に基づき、学

校職員人事評価制度として、必要な見直しを行うことと

したところです。

（道教委「学校職員人事評価制度（手引き）」p1）

道教委交渉（２０１６年２月１０



学
校
職
員
人
事

評
価
制
度
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、
道

教
委
作
成
の
「
手

引
き
」
を
基
に
紹

介
し
ま
す
。

年
度
始
め
に
「
能

力
」
と
「
業
績
」

の
二
様
の
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
能
力
評
価
」
は
「
標
準
職
務

遂
行
能
力
」
を
基
に
評
価
す
る
も

の
で
、
職
種
毎
に
「
項
目
」
と
「
主

な
行
動
例
」
が
シ
ー
ト
に
既
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
教
諭
の

場
合
、「
学
習
指
導
」「
生
徒
指
導
」

「
い
じ
め
対
応
」「
校
務
分
掌
」「
倫

理
・
規
律
遵
守
」
が
項
立
て
さ
れ
、

の
行
動
例
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
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年
間
を
通
し
、
項
目
毎
に
自
己
評

価
（
３
段
階
評
価
）
を
し
た
上
で
、

一
次
評
価
者
（
教
頭
）
に
よ
る
評

価
（
５
段
階
評
価
）
が
行
わ
れ
ま

す
。
最
終
的
に
二
次
評
価
者
で
あ

る
校
長
が
審
査
し
、
評
価
が
確
定

さ
れ
ま
す
。
（左
上
図
参
照
）

「
業
績
評
価
」
は
、「
学
習
指
導
」

「
生
徒
指
導
」
等
の
項
目
の
他
、「
学

校
設
定
項
目
」
が
設
け
ら
れ
る
様

式
で
す
。
前
期
（
４
～
９
月
）
と

後
期
（

月
～
３
月
）
の
二
期
毎

10

に
、「
目
標
」
と
「
取
組
方
法
」
を

記
述
し
た
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す

（
「
手
引
き
」
に
「
主
な
行
動
例
」

等
が
参
考
提
示
）。
前
後
期
の
そ
れ

ぞ
れ
の
期
首
と
期
末
に
面
談
が
実

施
さ
れ
、
評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。

前
期
が

月
、
後
期
が
翌
年
６
月

12

の
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
で
す
。
（左
下
図
参
照
）

ま
た
、
年
間
を
通
し
た
「
能

力
評
価
」
と
２
回
の
「
業
績
評

価
」
は
、
１
月
か
ら
の
月
例
給

昇
給
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

評
価
は
絶
対
評
価
法
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
手
当
て
や
昇
給
へ

の
活
用
に
際
し
て
は
、
Ｃ
以
上

「
区
分
」
へ
の
配
分
が
相
対
評

価
と
な
り
ま
す
。
（
詳
細
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

な
お
、
勤
勉
手
当
へ
の
活
用
は

平
成

年
度
６
月
期
か
ら
（

年

29

28

度
後
期
業
績
評
価
を
反
映
）、
昇
給

へ
の
活
用
は

年
１
月
か
ら
（

30

28

年
度
２
回
の
業
績
評
価
と
同
年
度

能
力
評
価
を
反
映
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（下
表
を
参
照
）

任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考
を
伴

う
職
（
教
頭
、
主
幹
教
諭
な
ど
）

は
平
成

年
度
実
施
の
選
考
か
ら
、

30

選
考
を
伴
わ
な
い
職
（
経
験
年
数

で
昇
格
す
る
職
な
ど
）
は

年
度

30

定
期
人
事
異
動
か
ら
実
施
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
分
限
に
つ
い
て
は
、

任
用
へ
の
活
用
と
同
様

年
度
評

28

価
を
反
映
さ
せ
る
形
で

年
度
定

30

期
人
事
異
動
か
ら
の
活
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（下
表
を
参
照
）

分
限
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
、

従
来
の
「
降
任
」「
免
職
」
に
加
え
、

「
降
給
」
の
要
件
が
定
め
ら
れ
ま

す
。
交
渉
で
、
こ
れ
ま
で
「
分
限

処
分
に
関
す
る
取
扱
方
針
」
や
、

そ
の
運
用
に

よ
り
取
り
扱

っ
て
お
り
、

「
勤
務
実
績

不
良
」
「
適
格

性
欠
如
」
の

考
え
方
に
変

わ
り
な
い
こ

と
、
「
Ｅ
」
連

続
評
価
は
あ

く
ま
で
「
契

機
」
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し

た
。
恣
意
的

な
運
用
に
な

ら
な
い
よ
う
、

さ
ら
に
具
体

的
な
検
討

が
求
め
ら

れ
ま
す
。

新
た
な

制
度
で
さ

ら
に
問
題

な
の
は
、

勤
勉
手
当

の
査
定
対

象
外
だ
っ

た
初
任
者

層
（
概
ね

経
験
８
年

未
満
）
が

評
価
活
用

の
対
象
と

な
る
こ
と

で
す
。
経

験
の
不
足

や
成
長
過

程
の
「
未

熟
さ
」
が

「
評
価
」

さ
れ
る
仕

組
み
は
、

伸
び
伸
び

し
た
実
践

や
創
造
的
な
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る

方
向
に
働
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
心
配
さ
れ
る
の
は
、
困

難
や
苦
労
を
抱
え
た
教
職
員
が
職

場
に
開
い
て
相
談
し
合
う
と
い
う

関
係
性
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
で

す
。「
評
価
の
目
」
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
で
の
閉
塞
感
は
深
刻
で
す
。

教
職
員
が
孤
立
し
て
い
て
は
、
学

校
の
「
力
」
が
子
ど
も
た
ち
に
還

元
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
学
び
合
う
学
校

は
、
安
心
し
て
教
職
員
が
力
を
寄

せ
合
え
る
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
制
度
の
問
題
を
直
視
し
た

学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２０１６年２月２５日号 ひ や ま 第１４号

能力評価シート 「職務上発揮することが求められる能力（標準職務遂行能力）を基に評価」 1月の「昇給」に活用

全体評語等 第１次評価者（教頭） 全体評語等 第２次評価者（校長）

・項目ごとの評価を踏まえ、総合的に評価。５段階の「全体評語」と所見を記述。

・２次評価者欄に全体評語等の所見を記し、全体評語を記載。これが最終評価。

全体評語の基準

中 位 Ａ 特に優秀 求められる行動が全て確実にとられており、当該職位として特に優秀な能力発揮状況である。

より上 Ｂ 通常より優秀 求められる行動が十分にとられており、当該職位として優秀な能力発揮状況である。

中 位 Ｃ 通常 求められる行動が概ねとられており、当該職位として求められる能力が概ね発揮されている状況である。（通常）

中 位 Ｄ 通常より物足 求められる行動がとられないことがやや多く、当該職位として十分な能力発揮状況とはいえない。（当該書記の職務を遂行するために求

より下 りない められる能力を発揮していないとまではいえない。）

Ｅ はるかに及ば 求められる行動がほとんどとられておらず、当該職位に必要な能力発揮状況でない。（当該書記の職務を遂行するために求められる能

ない 力の発揮の程度に達していない。）

業績評価シート 「職種に応じて果たすべき役割を目標等の形で明確にし、

その達成度を基に評価。また、そのプロセスや質的な到達水準も勘案して評価」

６・１２月「勤勉手当」と１月「昇給」に活用 ※後期も同じようなサイクルで実施

標準職務遂行能力

（主な行動例）

職種（校長・教頭・主幹教

諭・教諭・養護教諭・栄養

教諭・事務職員等）によっ

て項目とそれに応じる標準

職務遂行能力（主な行動

例）が定められる。

自己評価
3段階評語。必要な時記述。

a 求められる行動を確実にとる

ことができた。

b 求められる行動を概ねとるこ

とができた。

求められる行動を最低限取る

c とができたが、できなかった

との方が多いなど、総じて判

すれば、足りなかった。

評価者（管理職）評価
５段階評語と総合所見

a 求められる行動が全て確実に…他の職員の

模範となる職務遂行状況。

b 求められる行動が確実に…。

c 求められる行動が概ね…。（通常）

ｄ 求められる行動が最低限とられていたが、…

総じて…物足りなかった。

ｅ 求められる行動が全くとられていなかった。

１次評価者の評価について審査し、２

次評価者としての「個別評語」を付す

ことで全体を調整。

４～５月

・自己目標と達成のた

めの方法を記載。

・教頭または校長との

期首面談を実施

９～１０月
・自己評価を記

載。評価方法

は上図「能力

評価」を参照。

９～１０月
・評価者による評価。

評価方法は上図「能

力評価」参照。

・前期末面談にて結

果開示(口頭)

・結果を１２月勤勉手

当に反映
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